
1960年 ：電話交換機など通信インフラ向けコネクタの主力工場として開設。
2010年～：基本方針Segments No.1のもと、多品種少量生産の磨き上げをスタート。
2013年～：20台の多関節ロボットを導入、プル型生産方式を採用、1weekデリバリーサービスを開始。

本多通信工業株式会社　http://www.htk-jp.com
〒141-0001 東京都品川区北品川5-9-11大崎MTビル
Tel.03-6853-5800　Fax.03-6853-5810
■連結従業員数：約1,000名

安曇野工場
〒399-8102 長野県安曇野市三郷温4604番地
Tel.0263-77-3311　Fax.0263-77-3316
■従業員数：140名、構内協力会社含め約250名

本多通信工業株式会社 安曇野工場、安曇野本多通信工業株式会社【長野県】

多関節ロボットやプル型生産方式を駆使し、4,000品目を超える少量品の短納期化を実現。

信頼と期待をいただける“よい会社”化の一環として、地域貢献活動を積極展開。
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事 業 背 景

技術者の採用背景

地域振興活動

●近郊からの採用が主、地元比率は 8 割超。
●地域の理工系 ( 高専、工業高校 )からのインターンシップの受け入れ、学校 OB 社員による会社説明会などを実施。
●事業拡大に伴い、新卒とともにキャリア人材を積極的に採用中。
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多品種少量を磨き続ける地域共生工場

■構内緑化活動
安曇野市の支援を得て、従業員のボランティア活動による構
内緑化に取り組んでいる。四季折々の彩が豊かな景観をめざ
している。

■信州安曇野ハーフマラソンへの協賛・参加
2015年6月に、安曇野市制施行10周年記念としてスタートした“第1回信州安曇野ハー
フマラソン”に協賛。HTKグループからは選手35名、ボランティア16名が参加した。
■株主優待
弊社の株主優待は、①安曇野の名産品(リンゴジュース)もしくは②安曇野市への寄付の
選択制とし、地域振興に繋がる内容としている。また、HTKまつりに合わせて、安曇野
工場の見学会も開催している。

■物流ハブ建設
地域の建設会社様の協力を得て“安
曇野物流ハブ”を新設し、協力会社を
含めた部材･製品フローの整流化･最
適化による、多品種少量生産の一層
の充実を図っている。
■松本山雅FC HTK本多通信工業デー
地域のスポーツ振興を目的に、夏休み中の松本山雅FCのホームゲーム(長野県松本市)を“HTK本多通信工業デー”として、スポンサー
マッチデーを開催。子供向けのサッカークリニックや、ハーフタイムの打ち上げ花火も好評で、“夏の定番”として地域に根づいている。

■HTKまつり
9月初旬に安曇野工場で“HTK
まつり”を開催。まつりでは、ス
テージでの地元中学の吹奏楽
演奏だけではなく、地域の子供
たち向けに工作教室や工場見学
会など、ものづくりへの関心を
高める活動も実施。安曇野市制施行10周年を兼ねた2015
年は、1,300名を超える方が来場され、地域の恒例行事に
育ってきた。

三郷中学吹奏楽 三郷太鼓 工作教室

構内緑化活動 構内緑化活動

「HTK本多通信工業デー」
 エスコートキッズ

「HTK本多通信工業デー」
 サッカークリニック

「HTK本多通信工業デー」
 ハーフタイムの花火

信州安曇野ハーフマラソン（HTKグループからの参加者）

Local economy contribution
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